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・
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
各
種
通

知
書（
年
金
振
込
通
知
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
）の
確
認
や
再
交
付
申
請
な
ど

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

安
中
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　12
月
10
日（
土
）〜
16
日（
金
）は
、
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
を
は
じ

め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
し
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑
事

案
」
お
よ
び
「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き

な
い
事
案
」
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

安
中
警
察
署

（
☎
0
2
7

－

3
8
1

－

0
1
1
0
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
て
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
上
級
者
向
け
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

間
を
満
た
す
ま
で
加
入
）

③
海
外
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
日
本
人

　①
、
②
に
該
当
す
る
人
は
、
□本 

国
保
年
金

課
、
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　③
に
該
当
す
る
人
は
、
次
の
窓
口
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
内
協
力
者（
日
本
国
内
に
居
住
す
る
親
族

な
ど
）が
い
る
人
▼
最
後
に
居
住
し
て
い
た

住
所
地
の
市
町
村
窓
口

国
内
協
力
者
が
い
な
い
人
▼
最
後
に
居
住
し

て
い
た
住
所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

国
内
協
力
者
が
い
な
い
人
で
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
た
こ
と
が
な
い
人
▼
千
代
田
年

金
事
務
所

　詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス（
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
）に
つ
い
て

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
分
の
年
金
の
情
報
を

手
軽
に
確
認
で
き
ま
す
。

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

　
　直
接
搬
入
・
し
尿
収
集

①
年
末 

ご
み
収
集
▼ 

　年
末
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、
12

月
29
日（
木
）ま
で
収
集
日
程
表
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

　12
月
28
日（
水
）、
29
日（
木
）の
不
燃
物
の

回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

　1
月
4
日（
水
）に
つ
い
て
は
、
「
燃
え
る

ご
み（
火
・
金
）」
の
収
集
地
域
を
対
象
に
、

燃
え
る
ご
み
の
み
を
特
別
に
収
集
し
ま
す
。

・
4
日（
水
）の
燃
え
る
ご
み
収
集
地
域

　後
閑
地
区（
後
閑
滑
沢
地
区
を
除
く
）、
磯

部
地
区（
磯
部
、
大
竹
）、
東
横
野
地
区（
中

野
谷
、
鷺
宮
、
間
仁
田
）、
原
市
地
区（
原

市
、
簗
瀬
、
郷
原
、
嶺
）、
並
木
団
地
、
新

堀
源
ヶ
原
地
区
、
西
横
野
地
区（
人
見
、
二

軒
在
家
、
八
城
、
行
田
）、
臼
井
地
区（
横

川
、
五
料
）、
坂
本
地
区（
坂
本
、
原
、
入
牧
）

　な
お
、
後
閑
地
区（
後
閑
滑
沢
地
区
を
除

く
）、
臼
井
地
区（
横
川
、
五
料
）、
坂
本
地

区（
坂
本
、
原
、
入
牧
）に
つ
い
て
は
、
同
日

に
飲
料
缶
の
収
集
も
行
い
ま
す
。

ご
み
の
直
接
搬
入
▼

　碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
は
、
12
月
29
日（
木
）の
午
後
4
時
30
分
ま

で
受
付
し
ま
す
。 

※
年
末
の
直
接
搬
入
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
燃
え
る
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集

に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

※
搬
入
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
早
め
の
搬

入
を
お
願
い
し
ま
す

し
尿
収
集
▼

　12
月
22
日（
木
）ま
で
に
収
集
業
者
に
申
し

込
め
ば
、
年
内
の
対
応
が
可
能
で
す
。 

②
年
始

　1
月
5
日（
木
）か
ら
す
べ
て
通
常
収
集
に

な
り
ま
す
。

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
1
月
4
日（
水
）か

ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

□ク 
環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
内
線
1
8
8
1
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
は
、
国
籍
や
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　ま
た
、
次
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
、
任
意

で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間（
保
険
料

納
付
済
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
、
学
生
納

付
特
例
期
間
お
よ
び
納
付
猶
予
期
間
を
合
計

し
て
10
年
以
上
）を
満
た
さ
な
い
人
や
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
を
満
た
さ
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

　認
知
症
の
人
へ
の
具
体
的
な
対
応
方
法
な

ど
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
よ
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
講
座
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
で
き

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
目
指
す
人
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
▼

　認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
習
得

し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や

家
族
を
支
え
て
い
く
応
援
者
で
す
。

日
時
▼

①
令
和
5
年
1
月
26
日（
木
）

　午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

②
令
和
5
年
1
月
27
日（
金
）

　午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

会
場
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

対
象
者
▼

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
こ
と
が
あ
る
人
で
、
①
②
両
日
参
加
可
能

な
人

定
員
▼
30
人（
先
着
順
）

受
付
開
始
▼
12
月
12
日（
月
）午
前
9
時
〜

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
加
す
る
際
は
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
8
）

地域おこし協力隊
活動報告Vol.46

　はじめまして。令和4年9月から安中市地域おこし協力隊
として自性寺焼里秋窯で活動している、川村空也です。出
身は宮城県仙台市です。
　趣味の旅行で国内のさまざまな
場所を巡り、いつしか陶芸の産地
を訪れるようになりました。いつ
かこんな美しいものを作ってみた
いと考えている中で、自性寺焼後
継者育成の募集を発見！36歳で遅
いスタートになります。

　見るのと作るのでは大違い。
いまは第一歩の土練りから。土
中の空気を抜くために菊練りと
いう練り方をします。自性寺焼
ではさらに前段階の土づくりか
ら地元で採れる土を用いて大切
に作業しています。自性寺焼の
ポリシーを学びながら、まずは
土に慣れることができるよう一
歩ずつ進みたいと思います。

▲公式SNS

▲練習の様子

　今月の手話「おめでとう」を紹介します。
　令和5年1月8日（日）に原市鳥追い祭が開催されま
す。当日は会場周辺で交通規制が実施されますの
で、ご注意ください。
　鳥追い祭は3年ぶりに屋台の運行が予定され、子ど
もたちはお囃子の練習に励んできました。皆さんぜ
ひお越しください。

※当日、地図上の緑色区間
は午前8時～午後9時まで
交通規制区域になります

※緑色区間の周辺道路は、
屋台の運行状況によって
交通規制がかかる場合が
あります

　　◎…祭典本部
　　①…1区集会所　
　　②…2区集会所
　　③甲…3甲区集会所
　　③乙…3乙区集会所

解説
すぼめた両手を開きながら上にあげます。

　　　　　動画でご覧になれます▶

問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.8 鳥追い祭が開催されます

ひろなりりしゅうがま

中学校 小学校

国道18号
◎

②

③乙

①③
甲

理美容室

Ｊ
Ａ

至松井田 至高崎

ホームセンター

https://www.city.annaka.lg.jp/gyousei/kikaku_keiei/chiikiokoshi_sns.html

